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(5) 湖沼水位調節施設の新築の事業に係る参考項目 
環境要素の区分 

 
 
 
 
 

 
 
 
影響要因の区分 

環境の自然的構成要素の良好な状態の保持を旨として調査、予測及び評価されるべき環境要素 生物の多様性の確保及び自然環境の体系的保

全を旨として調査、予測及び評価されるべき

環境要素 

人と自然との豊かな触れ合いの確保を

旨として調査、予測及び評価されるべ

き環境要素 

環境への負荷の量の程

度により予測及び評価

されるべき環境要素 
大気環境 水環境 土壌に係る環境そ

の他の環境 
動物 植物 生態系 景観 人と自然との触れ

合いの活動の場 
廃棄物等 

大気質 騒音 振動 水質 地下水の水

質及び水位 
地形及び地質 

粉じん等 騒音 振動 土砂による

水の濁り 
富栄養化 溶存酸素量 地下水の水

位 
重要な地形及び地

質 
重要な種及

び注目すべ

き生息地 

重要な種及

び群落 
地域を特徴づ

ける生態系 
主要な眺望点及び

景観資源並びに主

要な眺望景観 

主要な人と自然と

の触れ合いの活動

の場 

建設工事に伴う副産物 

工事の実

施 
堤防の工事 

○ ○ ○ ○ 
        

○ ○ ○ 
  

○ 
  

水門の工事           
○ 

しゅんせつの工事           
土地又は

工作物の

存在及び

供用 

堤防及び水門の存

在並びに施設の操

作により露出する

こととなる水底の

存在 

              
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  

水門の供用         ○ ○ ○   
備考 

1 ○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受ける恐れがあるものであることを示す。 
2 この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる特性を有する湖沼水位調節施設事業の内容を踏まえて区分したものである。 
(1) 盛土等を行い堤防を設置する「堤防の工事」を行うこと。 
(2) 土砂等の掘削を行い水門を設置する「水門の工事」を行うこと。 
(3) 土砂等の掘削及び浚 渫

しゆんせつ

を行う「浚 渫
しゆんせつ

の工事」を行うこと。 
(4) 堤防、水門等の施設及び施設の操作により露出することとなる水底が存在すること。 
(5) 水門を操作し流水の貯留又は取水の用に供すること。 
3 この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行又は建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。 
4 この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」及び「重要な種及び群落」とは、それぞれ学術上又は希少性の観点から重要なものをいう。 
5 この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。 
6 この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 
7 この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観をいう。 
8 この表において「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の場をいう。 
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(5) 湖沼水位調節施設の新築の事業に係る参考手法 
参考項目 参考手法 

環境要素

の区分 
影響要因

の区分 
調査の手法 予測の手法 

粉じん等 堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
気象の状況 

2 調査の基本的な手法 
文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

粉じん等の拡散の特性を踏まえて粉じん等に係る環境影響を受ける

おそれがあると認められる地域 
4 調査地点 

粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る

環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に

把握できる地点 
5 調査期間等 

粉じん等の拡散の特性を踏まえて調査地域における粉じん等に係る

環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に

把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
事例の引用又は解析 

2 予測地域 
調査地域のうち、粉じん等の拡散

の特性を踏まえて粉じん等に係る環

境影響を受けるおそれがあると認め

られる地域 
3 予測地点 

粉じん等の拡散の特性を踏まえて

予測地域における粉じん等に係る環

境影響を的確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

工事による粉じん等に係る環境影

響が最大となる時期 

騒音 堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 騒音の状況 
(2) 地表面の状況 
(3) 工事用の資材及び機械の運搬に用いる車両の運行が予想される道路

の沿道の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報（次に掲げる情報につい

ては、それぞれ次に定める方法を用いられたものとする。）の収集並び

に当該情報の整理及び解析 
(1) 建設機械の稼働が予想される対象事業実施区域及びその周辺の区域

における騒音の状況 騒音規制法第15条第1項の規定により定められ

た特定建設作業に伴って発生する騒音の規定に関する基準に規定す

る騒音の測定の方法 
(2) 工事用の資材及び機械の運搬に用いる車両の運行が予想される道路

の沿道における騒音の状況 騒音に係る環境基準に規定する騒音の

測定の方法 
3 調査地域 

音の伝搬の特性を踏まえて騒音に係る環境影響を受けるおそれがあ

ると認められる地域 
4 調査地点 

音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を

予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる

地点 
5 調査期間等 

音の伝搬の特性を踏まえて調査地域における騒音に係る環境影響を

予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる

期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
音の伝搬理論に基づく予測式によ

る計算 
2 予測地域 

調査地域のうち、音の伝搬の特性

を踏まえて騒音に係る環境影響を受

けるおそれがあると認められる地域 
3 予測地点 

音の伝搬の特性を踏まえて予測地

域における騒音に係る環境影響を的

確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

工事による騒音に係る環境影響が

最大となる時期 

振動 堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 工事用の資材及び機械の運搬に用いる車両の運行が予想される道路

の沿道における振動の状況 
(2) 地盤の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報（工事用の資材及び機械

の運搬に用いる車両の運行が予想される道路の沿道における振動の状況

1 予測の基本的な手法 
(1) 建設機械の稼働に係る振動につ

いては、事例の引用又は解析 
(2) 工事用資材及び機械の運搬に用

いる車両の運行に係る振動につい

ては、振動レベルの80パーセン

トレンジの上端値を予測するため
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については、振動規制法施行規則別表第2の備考の4及び7に規定する振

動の測定の方法を用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整

理及び解析 
3 調査地域 

振動の伝搬の特性を踏まえて振動に係る環境影響を受けるおそれが

あると認められる地域 
4 調査地点 

振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響

を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握でき

る地点 
5 調査期間等 

振動の伝搬の特性を踏まえて調査地域における振動に係る環境影響

を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握でき

る期間、時期及び時間帯 

の式を用いた計算 
2 予測地域 

調査地域のうち、振動の伝搬の特

性を踏まえて振動に係る環境影響を

受けるおそれがあると認められる地

域 
3 予測地点 

振動の伝搬の特性を踏まえて予測

地域における振動に係る環境影響を

的確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

工事による振動に係る環境影響が

最大となる時期 

土砂によ

る水の濁

り 

堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 濁度又は浮遊物質量及びその調査時における流量の状況 
(2) 気象の状況 
(3) 土質の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報（浮遊物質量の状況につ

いては、水質汚濁に係る環境基準に規定する浮遊物質量の測定の方法を

用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

流域の特性及び土砂による水の濁りの変化の特性を踏まえて調査地

域における土砂による水の濁りに係る環境影響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

流域の特性及び土砂による水の濁りの変化の特性を踏まえて調査地

域における土砂による水の濁りに係る環境影響を予測し、及び評価する

ために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間及び時期 

1 予測の基本的な手法 
事例の引用又は解析 

2 予測地域 
調査地域のうち、流域の特性及び

土砂による水の濁りの変化の特性を

踏まえて土砂による水の濁りに係る

環境影響を受けるおそれがあると認

められる地域 
3 予測地点 

流域の特性及び土砂による水の濁

りの変化の特性を踏まえて予測地域

における土砂による水の濁りに係る

環境影響を的確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

工事に伴う土砂による水の濁りに

係る環境影響が最大となる時期 

富栄養化 水門の供

用 
1 調査すべき情報 
(1) 富栄養化に係る事項及びその調査時における流量の状況 
(2) 気象の状況 
(3) 水温の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報（富栄養化に係る事項の

うち、水質汚濁に係る環境基準のあるものの状況については、当該環境

基準に規定する測定の方法を用いられたものとする。）の収集並びに当

該情報の整理及び解析 
3 調査地域 

流域の特性及び富栄養化に係る事項の変化の特性を踏まえて富栄養

化に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域並びに当該地

域より上流の地域で当該地域の富栄養化の予測及び評価に必要な情報を

把握できる地域 
4 調査地点 

流域の特性及び富栄養化に係る事項の変化の特性を踏まえて調査地

域における富栄養化に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要

な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

流域の特性及び富栄養化に係る事項の変化の特性を踏まえて調査地

域における富栄養化に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要

な情報を適切かつ効果的に把握できる期間及び時期 

1 予測の基本的な手法 
統計的手法、富栄養化に係る物質

の収支に関する計算又は事例の引用

若しくは解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、流域の特性及び

富栄養化に係る事項の変化の特性を

踏まえて富栄養化に係る環境影響を

受けるおそれがあると認められる地

域 
3 予測地点 

流域の特性及び富栄養化に係る事

項の変化の特性を踏まえて予測地域

における富栄養化に係る環境影響を

的確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

水門の供用が定常状態であり、適

切に予測できる時期 
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溶存酸素

量 
水門の供

用 
1 調査すべき情報 
(1) 溶存酸素量の状況 
(2) 水温の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報（溶存酸素量の状況につ

いては、水質汚濁に係る環境基準に規定する溶存酸素量の測定の方法を

用いられたものとする。）の収集並びに当該情報の整理及び解析 
3 調査地域 

流域の特性及び溶存酸素量の変化の特性を踏まえて溶存酸素量に係

る環境影響を受けるおそれがあると認められる地域並びに当該地域より

上流の地域で当該地域の溶存酸素量の予測及び評価に必要な情報を把握

できる地域 
4 調査地点 

流域の特性及び溶存酸素量の変化の特性を踏まえて調査地域におけ

る溶存酸素量に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

流域の特性及び溶存酸素量の変化の特性を踏まえて調査地域におけ

る溶存酸素量に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報

を適切かつ効果的に把握できる期間及び時期 

1 予測の基本的な手法 
溶存酸素の物質の収支に関する計

算又は事例の引用若しくは解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、流域の特性及び

溶存酸素量の変化の特性を踏まえて

溶存酸素量に係る環境影響を受ける

おそれがあると認められる地域 
3 予測地点 

流域の特性及び溶存酸素量の変化

の特性を踏まえて予測地域における

溶存酸素量に係る環境影響を的確に

把握できる地点 
4 予測対象時期等 

水門の供用が定常状態であり、適

切に予測できる時期 

地下水の

水位 
水門の供

用 
1 調査すべき情報 
(1) 地下水の水位の状況 
(2) 地質の状況 
(3) 河川の水位の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

地質の特性を踏まえて地下水の水位に係る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域 
4 調査地点 

地質の特性を踏まえて調査地域における地下水の水位に係る環境影

響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握で

きる地点 
5 調査期間等 

地質の特性を踏まえて調査地域における地下水の水位に係る環境影

響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握で

きる期間及び時期 

1 予測の基本的な手法 
地下水の水理に関する解析又は事

例の引用若しくは解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、地質の特性を踏

まえて地下水の水位に係る環境影響

を受けるおそれがあると認められる

地域 
3 予測地点 

地質の特性を踏まえて予測地域に

おける地下水の水位に係る環境影響

を的確に把握できる地点 
4 予測対象時期等 

地下水の水位に係る環境影響が定

常状態になる時期 

重要な地

形及び地

質 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

1 調査すべき情報 
(1) 地形及び地質の概況 
(2) 重要な地形及び地質の分布、状態及び特性 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

地形及び地質の特性を踏まえて調査地域における重要な地形及び地

質に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ

効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

地形及び地質の特性を踏まえて調査地域における重要な地形及び地

質に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切かつ

効果的に把握できる時期 

1 予測の基本的な手法 
重要な地形及び地質について、分

布又は成立環境の改変の程度を踏ま

えた事例の引用又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、地形及び地質の

特性を踏まえて重要な地形及び地質

に係る環境影響を受けるおそれがあ

ると認められる地域 
3 予測対象時期等 

地形及び地質の特性を踏まえて重

要な地形及び地質に係る環境影響を

的確に把握できる時期 
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重要な種

及び注目

すべき生

息地 

堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 

(1) 脊椎
せきつい

動物、昆虫類その他主な動物に係る動物相の状況 

(2) 動物の重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 
(3) 注目すべき生息地の分布並びに当該生息地が注目される理由である

動物の種の生息の状況及び生息環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目す

べき生息地に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
5 調査期間等 

動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目す

べき生息地に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
動物の重要な種及び注目すべき生

息地について、分布又は生息環境の

改変の程度を踏まえた事例の引用又

は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、動物の生息の特

性を踏まえて重要な種及び注目すべ

き生息地に係る環境影響を受けるお

それがあると認められる地域 
3 予測対象時期等 

動物の生息の特性を踏まえて重要

な種及び注目すべき生息地に係る環

境影響を的確に把握できる時期 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

1 調査すべき情報 

(1) 脊椎
せきつい

動物、昆虫類その他主な動物に係る動物相の状況 

(2) 動物の重要な種の分布、生息の状況及び生息環境の状況 
(3) 注目すべき生息地の分布並びに当該生息地が注目される理由である

動物の種の生息の状況及び生息環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 
(1) 水生動物については、対象事業実施区域及びその周辺の区域並びに

対象事業実施区域の下流の地域で、水門の供用によってその生息環

境が環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
(2) 水生動物以外の動物については、対象事業実施区域及びその周辺の

区域 
4 調査地点 

動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目す

べき生息地に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
5 調査期間等 

動物の生息の特性を踏まえて調査地域における重要な種及び注目す

べき生息地に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を

適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
動物の重要な種及び注目すべき生

息地について、分布又は生息環境の

改変の程度を踏まえた事例の引用又

は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、動物の生息の特

性を踏まえて重要な種及び注目すべ

き生息地に係る環境影響を受けるお

それがあると認められる地域 
3 予測対象時期等 

動物の生息の特性を踏まえて重要

な種及び注目すべき生息地に係る環

境影響を的確に把握できる時期 

重要な種

及び群落 
堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況 
(2) 植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及

び群落に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切

かつ効果的に把握できる地点又は経路 

1 予測の基本的な手法 
植物の重要な種及び群落につい

て、分布又は生育環境の改変の程度

を踏まえた事例の引用又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、植物の生育及び

植生の特性を踏まえて重要な種及び

群落に係る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域 
3 予測対象時期等 

特性を踏まえて重要な種及び群落

に係る環境影響を的確に把握できる
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5 調査期間等 
植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及

び群落に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切

かつ効果的に把握できる期間、時期又は時間帯 

時期 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

1 調査すべき情報 
(1) 種子植物その他主な植物に係る植物相及び植生の状況 
(2) 植物の重要な種及び群落の分布、生育の状況及び生育環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 
(1) 水生植物については、対象事業実施区域及びその周辺の区域並びに

対象事業実施区域の下流の地域で、水門の供用によってその生育環

境が環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
(2) 水生植物以外の植物については、対象事業実施区域及びその周辺の

区域 
4 調査地点 

植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及

び群落に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切

かつ効果的に把握できる地点又は経路 
5 調査期間等 

植物の生育及び植生の特性を踏まえて調査地域における重要な種及

び群落に係る環境影響を予測し、及び評価するために必要な情報を適切

かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
植物の重要な種及び群落について

分布又は生育環境の改変の程度を踏

まえた事例の引用又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、植物の生育及び

植生の特性を踏まえて重要な種及び

群落に係る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域 
3 予測対象時期等 

植物の生育及び植生の特性を踏ま

えて重要な種及び群落に係る環境影

響を的確に把握できる時期 

地域を特

徴づける

生態系 

堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 動植物その他の自然環境に係る概況 
(2) 複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境若しくは

生育環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査

地域における注目種等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
5 調査期間等 

動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査

地域における注目種等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
注目種等について、分布、生息環

境又は生育環境の改変の程度を踏ま

えた事例の引用又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、動植物その他の

自然環境の特性及び注目種等の特性

を踏まえて注目種等に係る環境影響

を受けるおそれがあると認められる

地域 
3 予測対象時期等 

動植物その他の自然環境の特性及

び注目種等の特性を踏まえて注目種

等に係る環境影響を的確に把握でき

る時期 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

1 調査すべき情報 
(1) 動植物その他の自然環境に係る概況 
(2) 複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境若しくは

生育環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 
(1) 水生動物については、対象事業実施区域及びその周辺の区域並びに

対象事業実施区域の下流の地域で、水門の供用によってその生息環

境が環境影響を受けるおそれがあると認められる地域 
(2) 水生動物以外の動物については、対象事業実施区域及びその周辺の

地域 

1 予測の基本的な手法 
注目種等について、分布、生息環

境又は生育環境の改変の程度を踏ま

えた事例の引用又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、動植物その他の

自然環境の特性及び注目種等の特性

を踏まえて注目種等に係る環境影響

を受けるおそれがあると認められる

地域 
3 予測対象時期等 

動植物その他の自然環境の特性及

び注目種等の特性を踏まえて注目種
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4 調査地点 
動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査

地域における注目種等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点又は経路 
5 調査期間等 

動植物その他の自然環境の特性及び注目種等の特性を踏まえて調査

地域における注目種等に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

等に係る環境影響を的確に把握でき

る時期 

主要な眺

望点及び

景観資源

並びに主

要な眺望

景観 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

1 調査すべき情報 
(1) 主要な眺望点の状況 
(2) 景観資源の状況 
(3) 主要な眺望景観の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

主要な眺望点の状況、景観資源の状況及び主要な眺望景観の状況を

適切に把握できる地域 
4 調査地点 

景観の特性を踏まえて調査地域における主要な眺望点及び景観資源

並びに主要な眺望景観に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

景観の特性を踏まえて調査地域における主要な眺望点及び景観資源

並びに主要な眺望景観に係る環境影響を予測し、及び評価するために必

要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
主要な眺望点及び景観資源につい

ての分布の改変の程度を踏まえた事

例の引用又は解析並びに主要な眺望

景観についての完成予想図、フォト

モンタージュ法その他の視覚的な表

現方法 
2 予測地域 

調査地域のうち、景観の特性を踏

まえて主要な眺望点及び景観資源並

びに主要な眺望景観に係る環境影響

を受けるおそれがあると認められる

地域 
3 予測対象時期等 

景観の特性を踏まえて主要な眺望

点及び景観資源並びに主要な眺望景

観に係る環境影響を的確に把握でき

る時期 
主要な人

と自然と

の触れ合

いの活動

の場 

堤防の工

事、水門

の工事及

びしゅん

せつの工

事 

1 調査すべき情報 
(1) 人と自然との触れ合いの活動の場の概況 
(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用の状況及び利

用環境の状況 
2 調査の基本的な手法 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の

整理及び解析 
3 調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺の区域 
4 調査地点 

人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえて調査地域におけ

る主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を予測し、及

び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点 
5 調査期間等 

人と自然との触れ合いの活動の場の特性を踏まえて調査地域におけ

る主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を予測し、及

び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる期間、時期

及び時間帯 

1 予測の基本的な手法 
主要な人と自然との触れ合いの活

動の場について、分布又は利用環境

の改変の程度を踏まえた事例の引用

又は解析 
2 予測地域 

調査地域のうち、人と自然との触

れ合いの活動の場の特性を踏まえて

主要な人と自然との触れ合いの活動

の場に係る環境影響を受けるおそれ

があると認められる地域 
3 予測対象時期等 

人と自然との触れ合いの活動の場

の特性を踏まえて主要な人と自然と

の触れ合いの活動の場に係る環境影

響を的確に把握できる時期 

堤防及び

水門の存

在並びに

施設の操

作により

露出する

こととな

る水底の

存在並び

に水門の

供用 

建設工事

に伴う副

産物 

水門の工

事及びし

ゅんせつ

の工事 

  1 予測の基本的な手法 
建設工事に伴う副産物の種類ごと

の発生及び処分の状況の把握 
2 予測地域 

対象事業実施区域 
3 予測対象時期等 

工事期間 
備考 
1 この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行又は建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。 
2 この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」及び「重要な種及び群落」とは、それぞれ学術上又は希少性の観点から重要な
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ものをいう。 
3 この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理

由により注目すべき生息地をいう。 
4 この表において「注目種等」とは、地域を特徴づける生態系に関し、上位性、典型性及び特殊性の視点から注目される動植物の種又は

生物群集をいう。 
5 この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所をいう。 
6 この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する場合の眺望される景観をいう。 
7 この表において「主要な人と自然との触れ合いの活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合いの活動の

場をいう。 

 
  


